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               審   査   の   要   旨 
 
我が国においてカンキツは地域農業を支える重要な農産物であり、良食味のカンキツ品種は特産品と
して地域経済を活性化させる役割も持つ。このような観点から、果実形質に優れたカンキツ新品種を持
続的かつ効率的に作出可能な育種システムの開発は重要な課題である。著者は、効率的なカンキツ育種
システムの基盤となる研究に取り組み、国内におけるカンキツ育種素材の系譜情報を整理し、遺伝的構
造を明らかにするとともに、各品種・系統について、果実形質の正確な遺伝的能力を予測した。また、
カンキツの幼苗選抜の実用化を視野に、有用形質に関与するDNAマーカーの探索も行い、マーカー選抜に
活用できるゲノム領域を明らかにした。これらの研究成果は、カンキツにおける革新的で効率的な育種
システムの構築に大いに役立つ。また、カンキツの品種・系統の遺伝的能力評価に、家畜育種で活用さ
れているBLUP法を導入することにより、個体選抜における精度の向上と最適な交配組合せの選択の可能
性を示したことは、学術的にも高く評価できる。 
 平成29年1月17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
